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従来 の洗浄試験では被洗布の反射，廃液の透過を測定

して洗浄効率を求めてい る。これらの方法に より求 めら

れる洗 浄効率は固形 の汚れに関してであ り油性の汚れに

関しては未だ研究がなされていない ので本実験 では油性

汚 垢，固形汚垢の洗 浄効率を各々個別的に測定 すること

を試 みた。

油性物質の定量 のためには沃素価 の知れた油脂を用い

てそれと結合した沃素の量を測定した。沃素 滴定 の場合

普通は澱粉指示薬を用いるが洗 浄廃液中には油性 の汚垢

と共にカ ーボンブラックが共存しているから指示薬を用

いることか出来ない ので電位詣

油性汚垢として オリーブ油, 澗 形汚垢としては カーボ

ソブラ
ヴクを

用い これを四塩化炭素に分散して汚染液を

作 り糊抜したキャラコを用しヽ て汚染布を作成し デシケー

タ中で48 時間保存後種々の洗剤溶液で浸漬法にて洗浄

した。

汚垢洗浄効率を求 め，

ることに より固形

定を行い油性汚垢洗 浄効率を得た。

その結果固形汚 垢洗 浄効率は殆ど洗剤濃度に関係なく

一定 の値 を 示 し ，

したがい高い値を示 すことが判った。


